
(110) 熱曹農研集報 No. 21 

農業における祈技術の浸透とその影響に

関する研究

紙谷 貢

農業総合研究所

翡i什場所： Pakistan Academy for Rural llevelop- び， ジーふ三一—“卜なとり 'f評停滞0)傾向と，際化、)に対照

ment, Comill;i をみせてし、<いまたその牛産増大が主として箪位廊梢

East Pakistan '1iり収愉附大に起因している。この現象は四パキスタ

馬t什期間： 1970年 3 月 ~5 月 ンで顕著であり，東パキスタンては乾期，Jぅ稲作 (Baro)
‘’ 

1) 目的 恥収旦新品種を中核としたいわゆる

"biological innovation"が，ハキスタンの農民の間に

し、かに没透し，それが農村経済にいかなる変化をもた

らしているかを把握し，かつ今後の発展につし、て予想

される間題点を探ることを目的とする←、

2) 調杏研究の祝点 (I)新技術の Iい心的な担い丁',

12)新技術普及の要因， (3)新技術浸透に伴う農民の経済

行動の窒化，以上 3点に焦点をしぼるっ

1 主要な成 果

1) 新技術の浸透とその影響

(]) 蚊近におけるパキスタン農業の動向

国民経済の成長は農業生産の仲びによって大ぎく左

右されている。とくにここ数年の農業生産，なかんす

く，穀類の牛産増大が経済の成長を上祁している。

しかも，両ハキスタンての小麦と米，東ハキスタン

l)米の牛仰増加率は，ギ要な商品（午物てあるさとうぎ

にとくに謁められる、

第 2表米，小麦の収畠

（単位： tonilin) 

四パキスタン 東ハキスクン

米 小麦 米 うちボロ

1959/6() 0.99 0.80 1.01 1. 09 

1962/63 0.92 0.83 1 02 1. OJ 

1963/66 0. 91 0.76 1. 13 1. 38 

1968/69 1.31 1.07 1. 16 2.01 

注： 米は精米換算

こJ)ような収贔水準の上昇は，贔収量祈品種の導入

に伴う技術的改善の結呆であり，最近における祈品柿

の許及状況，近代的投人O)培加なとによ，、、て， これが

示される（第 3'+表）のな認， このよりな技術的改善

J)浸透が．西バキスタンでは在米のも 0)との代替Jう形

で現われてI,,るのに対し，東ハキスクンでは位期こ

第 1表 国内総伽崖と穀物化）石）｛巾び率 （年半）
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第 3表 閥収贔祈品種の普；及

小
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2. 高収燒新晶種......小文はメキシコ種小麦，稲は IR系品柿

第 4表近代的投 人（／ぅ婿加

西，、キスタ ン 東バキス 夕 ン

供灌＇ 漑 水 肥 料 病害施虫面防除 ポン 肥 料 農 柴
給贔 使用贔 実 柏 面 使用悶 使用械

100万ニーカ ]()()()トン lOOOhu lOOOho 100()トン 100万トン
ーフィート

!%+165 (AJ 66,:i 87 :i2.:i 15 :"l. l 

1966/6, 7:-J.8 11:Z 33.2 90.0 78 2. 7 

1968/69 l B) 82. !:! 243 319.6 206.0 127 6.0 

1969 70 '.c¥89 328.0 

B/、/A(倍） 1.'.l 2.8 :l, ¥J 2.8 l、9

ぉげる新しし、 1地利用の創出であり，在米的な由和こ forceたることにも限界があることを小している＾

r:,・ 庁る稲('f,に変化を及ほすことなしに附加されたも J) これは農業開発戦略樹立の際の重要なポイントをぷ

てちるここに，悧総する必要はあろう＾~ すものであるが，さらに東四ハキスタンにおける開発

(2) 新しし、技術と農業牛産構造 戦略ならびに政策的なコントロールの差異を予想させ

新しし、 biologicalinnovation <J)拭本的な性格が灌漑 るものに，制度的左恙があるぐ、バキスタン政府は，

を瓜礎としたものであることは，乾燥地罰である酉ハ 1966年に第 3次:;カ年叶両 (196:i;66年~1969/70年｝

キスタンでの灌戦水供給駄の培大が，在米的技術を駆 を改定し， 1969,70年を目標年次とした食糧目給心成

戌し， /Jt水に依{rする東ハキスタンては，乾期に利用 計1血に柏屯をかげた、＇，そしてそのために，滑潤市業マ、

し得る灌漑技術り許及か，新しし、技術の立透と併行し い資金の投人，肥料，農柴等の施用拡大への補助な

l、ることても明らかである。つまりこ ,1)ことは新し が大1[1副こ促進されたr、このような背景で農民が政府か

技術か， r凡iハキスタンでは農業化産構造への仝面的 ら受ばる各種刀補功：ま，東四ハキスクンを叫じ質的に

impact どして作用してしヽるのこ対し，東ハキスタ 大きな差はなし'c しかし：'I:.がら，両ハキスタンでは，

ンては， iJi,水防隈とし、ぅ困難な事業が残されてしヽる限 人地主が祈しし、技術の収益性に着日して積極的にこれ

），そい impactぱ晶分的であり，発展へ 1,') dynamic を樽入し，農業への投汽を拡人したたこれに対し，東
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パキスタンでは，新技術の焉入の基盤たるべき灌謁施 Thanaに及び， EPADC(East Pakistan Agricultural 

設の整備にも，零細農家群の組織化（協同組合）がな Development Corporation) O) Projectとして推進され

げれば，その資金的甚盤を作ることができなし、とし、う ている。なお ChittagonDistrict U) lfangunia Than,, 

菜があった。しかも西パキスタンの地主厨はその収益 に同じガ式による Projectが EPADCの兵助によ，て

によって農業の資本形成を可能にしているのに対し， 進められているの

東バキスタンでぱ，追加的なしかも個々の農家にとっ しヽわゆるコミラ方式は， PakistanAcademy for 

ての｛革かな収益の増大は，消費の拡大を結果すること Rural Development, Camillaを研究，訓練の機閃とし，

となった。つまり酉パキスタンでは，穀作の械少，果 その所在地 KotwaliThanaを実検地区として，農村

樹あるいは油料種［などの作付増大による多様化と， 開発に関する間題点を探り，その解決方法を案出し，

機械化の辿展が見られるのに対し，東バキスタンで それに加いた』!I練と，協同組合組織を通じた実施とし

は，その稲作の中心である雨期の Aman作， Aus作 り研究・訓練・開発の 3者を迎携させて事業を逆め

は1「1態依然である。新しい発展の見られるボロイ午も， るもので，その実）j加の組織としての協同組合が菫変心

乾季の水の利用限界や，現に投下労働の 7割を1正用に 役割を担っているのこの協同組合組織は，品洛毎に設

依仔する経営状況からみて，その拡大ぱ，何らかの新 立される農業協同糾合 (VillageAgricultural Society) 

しい技術的発展が加わらない限，），早晩限界に迅する~ よりなもの一一

とみてよいであろう G しかも市場流通機構の未整備も ど，その上部組織であるターナ中央協同組合 (Thana

加わって，多様化への誘囚はほとんど見られなし、状態 Central Cooperative Association) ,7)二J習の組織であ

である。 る。なおターナ中央協同組合のメンバーには，農架協

叫今後の課題 同組合の他に，職業別協同組合 (SpecialCooperatiw 

四バキスタンでの課題は，すでに過剰化した穀物生 Society等が含まれる。また Academy,/)実験地区で

性を背景としては，糾虫貨対策，より現地適応1,生の読 ある Kotwali Thana の Kotwali Thana Central 

い品種の育成などの技術的課題と，作付転換ならびに Cooperative Association (K TCCA)には，部屠組合と

市場拡大，機械化の進股に伴う課題などが考えられよ の間に AgriculturalCooperative FederationとSpecial

ぅへ東パキスタンでの課題は，品種，病虫古防除など Cooperative Societie~• Federationが介在してし、るr

の技術的課題になお大きな比重を置く必要があろう この協同組合組骸の特色は， 1部落組合の組合員：ょ

が，経済的誘因を作り出すためには，輸送手段を合め 毎週定額の）1J'金をし， 1・1らり資本裕積を図り，かつこ

て流通機構の整備が何としても人きいであろう・また れが資金の借入れの場合の保証となる 2共同事業：之

経営的にも， Boru作，あるいは疏菜竹などと Aus作 もちろん個人の投賓をも含めて，組合員の営農計叫，

との関連で， I: 地利用，＇、初動）］利用(/)合即的配分の課 資合のm.人れなどの事業は，部沿糾合の協議による—
題を考えなければならない8 :i中央協同釦合は部落組合に対して，竹金，資材，拉

研究の成果を要約すれば，政府の施策に対する農仄 術を提供する.,'.1 Thana Training and Developmt•nt: 

0反応，農村経済ならびに経済全般の諸側面への波及 Center (TTDC) において，部落組合の管罪者，部冶

的な影響0)一部を把握することによって，開発に関す J) モデルファーマーを教育，，JI[練し，［駕治での指導に ~;I

る戦略的変数の政策的コントロールにつし、て，従来の らせる，とし、~-± 点に集約されよう，内なお， TTDCは

ー・般的な開発モテルの部分的な修Iじを可能にしたもの 中央協同糾合およひ Thane段附の行政浅閃の共同責

こ考える， 任において連営され，農業技術りみならず，家朕計1J11j、

2) コミラカ式とその役割 婦人間む，青少年教育等々，農村開発の凡ゆる間題に

J) Comilla Academyとコミラ方式 つし、て教育，訓練に''iる"主た農村開発事業の推進に閃

1950年代末，査材と人乙を集中的に投入して農村併） する組織は， ThaneCouncilか石政各機閃(')調整に刈

発を図った V-AID(Village Agricultural Industrial り， TTDCか教百』I[練，中央協同組介がザービスり捉

Program)は，指導訓練の面に新たな工夫を加えて， 供の役割を分加してし、る形であるr

1961年に ComillaCooperative Projectとして発足し 12) コミラカ式の役割と間題点

たc 当初丈験的に東ハキスタンの Comilla District コミラ方式の役割は，東ハキスタン J)農染が，平均

Kotwali Thanaに限られた事業は，現孔 Camilla Iリ［布規校 l.-± ヘクタールとし、ぅ零細な農民によ・ー，て支

District O)令 Thaoa ならびに他の 3地区， 合叶 2-± えられてし、ることを訓捉として考えなげればならば
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い｀彼等は新しい技術の導人に必要な餃少限の資金す

ら，「［ら動員し得ないが，協同によって受信能力を備

えることがでぎる（、また，低利の資金の供給，協同的

な應思決定，技術指尊が，投賓のリスクを軽減するこ

とにも役立つのである。それ故に新技術の導入と協同

組合活動とが結びつぎ得るし（第 5表），その成果が高

く評価されるのでもある（第 6表）。

農村開発の基礎として，住民のそ0)計画への参加の

必要性が説かれるのであるが， Camillaでの成功は，

A.H. カーンという優れた指導者が農民の要求に対し，

積極的に応え，かつ梢力的な説得したことが大きな要

第 5表農業協同組合の発展

Kotwali Thana, Comilla 

1962 63 1965/66 1968/69 

組合数 110 155 301 

組合員数 ::i, 156 5, 161 11, 67:3 

資本金 (1000Rs.) 41 214 780 

貯蓄額 (1000Rs.) 82 202 831 

貸出累計額 (ha) 621 2,662 11,508 

灌漑面梢 (ha) 14 :i22 3,411 

トラククー (ha) 612 633 2,462 
耕転面積

肥料使用鼠 (ton) 1, 797 2,296 」,291 

農薬使用坑 (ton) 8 20 51 

第 6表農業経営の変化

Kotwali Thana 122戸の平均

1961 1%9 

家 族 数 6.6 7. t 

就業者数 3.7 4.0 

識 字 率 (96) l」,/ 30.」

耕地面積（ニーカー） 2.-! 2.2 

bullock頭数 1. 20 I. 25 

農機具数 6,8 8.8 

近代的農機具数 (100戸当り） 2 16 

建 物 数 3.5 :.;. G 

トタン屋根の建物数 0. 4 0.7 

籾生産坑（マウンド） 46. 85 7"1. 2::l 

同ニーカー当り（マウンド） 17.60 34.52 

籾販売量（マウンド） '.>. 4.4 15.04 

因とされる。現在同じような方法か広く適用され，

EPADCの仕事として推進されているが，その成呆は

Comilla のごとくではない。形式的な指尊と農民の要

求とがうまく合致していないが故の結果であり，かぐ

Projectを運営する役人その他指導的な役割の人々 iこ．

充分な指導能）），現状判断の能力が備わっていなし、か

らであろう。

フィリピンにおける高収量品種の普及の実態

および農業経賞調禿研究の現状について
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農 業 技 術 研 究 所

駐在場所： International Rice Research Institute する新技術が，在米の慣行技術に代って開発途上国］）

(IRRI), the Philippines 農業生産にどのようなインハクトを与え，またどの

駐在期間： 1960年 3 月~- 5月 うに農家経済や国民経済の発展に寄ゲし得るもり〉か

謁杏地区 は，多くの議論のあるところである, しかし，そJう諮

l 叶1部ルソン水Hi地域， ターラ｝ク，ヌニバ、エ 向のまえに， IR8 出現以米，それが農家段階に認I.

ンハなどの語）、卜I,2 マニラ近郊水田地域，ラグナ,J,[い てとのように受げとめられ，またそり効果をあけつ✓)

3 ヒコル地域， アルバイ州の田畑複合地区，、 あるかJ)普及、滲透(/)丈態は十分明らかにされてい、"(

。
ヽ

9
ー

フィリヒンにおける高収量品種の普及の実態 そこで IRRIの農業経済研究部の調査研究の成呆を

とその農家経営におよ（ます影響 ふまえ，それを現地探索によって裏づげながら, l) 

1 IRRIによって育成された RN系品種を中核と 農家段附での許及0)ていど 2)農家段陪での経済的
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